
6 京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針 

【都市構造図】

３ 京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針の位置付け
川崎駅周辺総合整備計画における京急川崎駅周辺地区の位置付け、ならびに京急川崎駅周辺地区に関連する上位計画について整理をします。 

○広域的拠点である川崎駅周辺地区の将来を見据え、駅東西両地区の回遊性・利便性の向上、バリアフ

リー化の促進、放置自転車対策などの諸課題に対応するため、「川崎駅周辺総合整備計画策定協議会」

を設置し、2006年4月に「川崎駅周辺総合整備計画」を策定しました。 

○「川崎駅周辺総合整備計画」では、川崎駅周辺地区のめざすべきまちづくりの方向性を示す５つの基

本方針と９つの基本施策が右図のとおり位置づけられ、その基本施策に基づいて、これまで東口駅前

広場の再編整備や、ＪＲ川崎駅における北口自由通路の整備といった施策が実施されてきました。 

○京急川崎駅周辺地区は、川崎駅周辺総合整備計画の基本施策「(1)再開発の推進」において「京急川崎

駅北側街区の適切な土地利用の誘導」、基本施策「(2)回遊性の向上」において「歩行空間や道路横断

の環境改善・駅東西連絡の強化」を課題施策として取組むことが位置付けられています。 

〇平成 19 年度には地区内の権利者等にアンケートを実施するなど民間再開発事業の誘導に取組んでき

ましたが、老朽化した建物や低利用の土地が残るなど、有効に土地利用転換が図られていません。 

○そのようなことから、当地区において、「京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針」を定め、民間再開

発事業の促進と都市基盤の推進を計画的に行うことで、川崎の玄関口にふさわしい活力と魅力にあふ

れたまちづくりの実現を目指します。 

○「川崎駅周辺総合整備計画」や関連する上位計画などとの関係を下図のとおり整理するとともに、当

地区の整備方針は、2015年度に改定が予定される川崎駅周辺総合整備計画に反映します。 

①広域的拠点形成と地域連携のまちづくり 

 ○都市拠点としての整備と機能強化 

 ○羽田方面を含む臨海部地域との連携強化 

②地区内を往来しやすいまちづくり 

 ○駅東西地区の一体化・回遊性強化 

 ○良好な交通結節点整備 

③人と環境にやさしいまちづくり 

 ○人にやさしい、うるおいある都市空間づくり 

 ○人と環境に優しい交通環境整備 

 ○少子高齢社会に対応した環境づくり 

④個性的で賑わいのあるまちづくり 

 ○川崎らしい街並み、景観形成 

 ○身近にある賑わいと活力に満ちた商店街の形成

⑤市民協働のまちづくり 

 ○エリアマネジメント導入によるまちづくり 
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【基本方針】 

(1) 再開発の推進 

(2) 回遊性の強化 

(3) 交通結節点整備 

(4) 周辺道路、交通環境の整備

(5) 少子高齢社会への対応 

(6) 自転車対策の推進 

(7) 都市景観の形成 

(8) 環境美化の推進 

(9) 商業活性化の推進

【基本施策】

○川崎駅周辺総合整備計画における基本方針及び都市構造図 

○京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針と関連計画との関係 

京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針

反映 

川崎駅周辺総合整備計画 

（平成18年4月）

川崎駅周辺総合整備計画改訂 

（平成27年度改訂予定）

位置づけ

整合 

民間再生事業の誘導 民間事業に合わせた基盤整備 

川崎の玄関口にふさわしい活力と魅力にあふれたまちづくりの実現 

都市計画マスタープラン

都市再生緊急整備地域 

商業振興ビジョン 

総合都市交通計画 

都市再開発の方針 アクションプログラム

2014 

基本戦略３ 

「市民生活を豊か

にする都市基盤と

環境づくり」 
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※ 関連計画における川崎駅周辺地区の位置付けは「５ 参考資料」に掲載しています。

関連計画


